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� はじめに

製品の売上高や景気の情勢などの動向情報を様々な形
で要約，可視化しようとする試みが広がっている ���．
これらの研究は，人間が処理するには困難な膨大な情報
を扱いやすくし，統計データとしてまとめられていない
情報へのアクセスが可能になるという点で有用である．
動向情報の要約と可視化を行なうにあたってまず必要

なことは，文書から統計量を自動的に抽出することであ
る．統計量は図 �のように， �統計の調査方法� と �値�
の組からなると考えられる． �統計の調査方法� は文書
中には陽に現れず，それを指し示す表現が文書中に出現
する．例えば，

「国内自動車メーカー大手５社は２１日，
１９９７年の生産実績を発表した．」

という文において， �統計の調査方法� は「国内自動車
メーカーの１９９７年の自動車の生産台数」である．し
かし文中に現れている表現は「国内自動車メーカーの１
９９７年の生産」であり，「自動車の」と「台数」とい
う表現は現れていない．このように文書中での �統計の
調査方法� の表現は１通りとは限らず，様々な現れ方を
する． �統計の調査方法� を指すこれらの文書中の表現
のことを統計量名と呼び，本研究ではこの統計量名を抽
出することを目標とする．なお，動向情報の要約と可視
化に関するワークショップ ���� ! ���ではすでに統計
量に関する文にタグづけがされたコーパスが利用可能で
あるが，本研究ではそのコーパスですでに与えられてい
るような情報を自動的に抽出することを目標とする．し
たがって，処理の対象はタグなどの情報が付加されてい
ない文章になる．
統計量名を自動的に抽出するには，語の並びや前後関

係などの規則性を見い出して抽出規則を構築し，その規
則に対象文書を当てはめる方法が基本的であると思われ
る．しかし統計量名は文書中に様々な形で現れるため，
それらの抽出規則を人手で網羅することは難しい．そこ
で，機械学習手法を用いて抽出規則の構築を自動化する
ことを考える．そのためには，文書中に現れる統計量名
の情報を学習データとして与えなければならないが，統
計量名がどのような構造をしているか，つまり �統計の
調査方法� がどのように記述されるかを考えなければう
まく学習データを作ることができない．本稿ではこの �統

図 �� 統計量の構造

計の調査方法� の構造の捉え方と，その問題点について
考察を行なった．

� 先行研究

統計情報の抽出に関して，斉藤ら �"�は数値の周りの
言語パターンを調べ，それを当てはめることで統計量の
抽出を試みている．また，藤畑ら �#�は数値に対する係
り受けの制約を考察し，それに基づく優先規則を用いて
の情報抽出を提案している．いずれの研究でも統計量名
は数値と関連のある名詞であるとされているが，どこま
でを統計量名として抽出すれば十分かということは考慮
されていない．本研究では統計量名を構成する表現は何
かを検討し，統計量名として抽出すべき部分を明らかに
する．

� 統計量名の自動抽出

��� 統計量名の定義

統計量名とは，ある統計量の値がどのように統計を取っ
て得られたものかを文章中で表現している部分である．
単純なものを考えれば，「出荷量」「生産量」「加入台
数」などが統計量名になる．しかし，それだけでは何の
数量か，いつの時点での数量か，などということが分か
らず，統計の調査方法を特定するための表現としては不
十分である．そこで統計量名としては，統計の調査方法



を説明する語句を過不足なく取り出す必要がある．例え
ば，

「携帯電話の加入台数は昨年１年間では１
０５７万台増加し，$  ドコモグループ９
社だけで７０４万５０００台，６７％を占
めていることが郵政省のまとめで分かった．」

という文において「１０５７万台」という値に対しては，
「携帯電話の加入台数の昨年１年間の増加数」というも
のが統計量名として過不足のない表現となる．これを「
加入台数の増加数」にしてしまうと不足であるし，また
「$  ドコモグループ９社」や「郵政省のまとめで」
はこの統計量の値とは関係のない表現なのでつけるべき
ではない．以上のことを踏まえて，本稿では統計量名を
「ある統計量の値がどのように統計を取って得られたも
のかを説明するのに必要かつ十分な文章中の表現をまと
めたもの」と定義する．
文章によっては統計量名が複数の文に分かれて出現し

たり，必要な表現が文章中に出て来なかったりする．例
えば，

「国内自動車メーカー大手５社は２１日，
１９９７年の生産，販売，輸出，海外生産
実績を発表した．４月以降の消費税率アッ
プによる消費不振で３社の国内販売が落ち
込んだが，円安と欧米の好景気を追い風に
した輸出でカバーし，国内生産は５社とも
前年を上回った．」

という文章では「１９９７年の国内自動車メーカー３社
の自動車の国内販売台数」という統計量名が考えられる
が，これを構成する表現は２つの文に分かれている．そ
のため統計量名の抽出は文を超えた広い範囲で考える必
要がある．また，「自動車の」という表現は文章中に出
て来ていない．文章中に出て来ない表現を扱うには文章
の意味を高いレベルで理解することが必要であり，それ
には文章外の知識が必要と考えられるのでその部分は別
の研究にゆずり，本稿では文章中に現れる表現のみを対
象として考える．

��� 統計量名の抽出方法

統計量名は文章中で単語の連続として出現するとは限
らず，離れて出現する場合が多い．例えば，

「国内のビール大手５社は１３日，１月の
課税出荷数量を発表した．全体の数量は３
０５６万４０００ケースで，前年同月比１
２・５％増と好調な滑り出し．特に首位の
キリンビールが同２７％増の１２６９万１
０００ケースと３２カ月ぶりの大幅な伸び
を記録した．」

という文章では，「１月」「課税出荷数量」「全体の数
量」「キリンビール」という表現が組み合わさって統計
量名を構成している．そこで，統計量名はこのような１
つ１つの表現から作られると考えて，それぞれを必要十
分に抽出する方法が必要である．これら１つ１つを統計
量名の要素と呼ぶことにする．
統計量名の要素を抽出するには，単語の表記や前後の

情報などをもとに抽出規則を作り，それとのマッチング
によって行うことも考えられるが，統計量名は文章中に
様々な形で現れるため人手でそれらすべてを与えること
は困難である．そこで，機械学習手法により抽出規則構
築の部分を自動化する方法を考える．具体的には，文章
を単語や文字などの単位に分け，その１つ１つについて
前後の品詞情報などを用いてそれらが要素であるか否か
を判定する２値分類問題とすることで，機械学習による
抽出規則の構築が可能となる．
しかしこのように統計量名の要素を抽出すると，それ

ぞれが独立に取り出されてしまうため要素間の関係が分
からず，そのままでは統計量名としてまとめることがで
きない．例えば，

「大手自動車メーカー５社が１８日発表し
た５月の国内生産の実績によると，日産自
動車は前年同月比２２・８％減，トヨタ自
動車は同２０・４％減となった．」

という文では，「５月」「国内生産」「日産自動車」「ト
ヨタ自動車」が要素であるが，それぞれが結び付いて「５
月の日産自動車の国内生産」「５月のトヨタ自動車の国
内生産」という２つの統計量名ができる，と判断するの
は要素の抽出とは別に考えなければならない．そこで，
統計量名の抽出は以下の２つのタスクに分けて考えるこ
とができる．

� 文章中から統計量名の要素となるものをすべて取
り出すタスク

� 取り出された要素をつなげて１つの統計量名を作
るタスク

また，ここまでで取り出された統計量名は単なる要素
の組合せであるが，これをもとに要約や統計情報の可視
化を行なおうと考えた場合は，それぞれの統計量名の中
でどれとどれが同じものか，という同一性判定を行なう
必要があると考えられる．よって統計量名に関するタス
クは，

� 統計量名を分類し，統計の取り方が同じものを判
別するタスク

を加えた３つのタスクをもって完結すると考えられる．
それぞれに課題が考えられるが，本稿では１つ目のタス



クを行なう上で必要な統計量名の要素の決定，及びそれ
と３つ目のタスクとの関係について考察する．

��� 統計量名の要素

����� 統計量名の内部構造

統計量名は統計の調査方法を特定するための様々な要
素から成り立っているが，これらの要素は主要なものと
そうでないものに分けて考えることができる．例えば，

「１９９８年のビールの出荷数量は，発泡
酒を含めた総市場で前期に比べて０・７％
減少した．」

という文において，統計量名は「１９９８年の発泡酒を
含めた総市場でのビールの出荷数量」となるが，この中
で主要なものは「出荷数量」であると考えられる．なぜ
なら，「出荷数量」はこの統計量をどのように数えたか
を表現しており，統計の調査方法を説明する最も重要な
語句だと言えるからである．そこでこれを１つの要素と
し，後の「ビール」「１９９８年」などは主要素を説明
する要素として考える．ただし，主要なものとして「ビー
ルの出荷数量」を１つの要素と見ることもできるし，「発
泡酒を含めた総市場でのビールの出荷数量」までを１つ
の要素とする考え方もあり得る．しかし後のタスクで統
計量名どうしの同一性判定を行なうことを考えると，こ
れは「出荷数量」という要素の説明として「ビール」「１
９９８年」などがあると捉えた方が利用しやすい．そこ
で，主要な要素については細かく区切って考えることに
する．その他の要素も，同一性判定の際に有用であるよ
うに分け方を考える．
統計量名には，「出荷数量」のように統計の調査方法

に基づき構成的に作られたものと，「景気動向指数」の
ように統計の調査方法に対する名前づけではあるが，調
査方法に基づいていないものがある．前者の方は，統計
量名の内部構造を見るとどのような統計の調査方法を利
用したかが分かる．この内部構造は次のような形をして
いると考えられる．

条件＋対象＋数え方（＋比）

例えば，「１９９８年の発泡酒を含めた総市場でのビー
ルの出荷数量」という統計量名において，「数え方」に
あたるのは「出荷数量」であり，「対象」は「ビール」，
「条件」は「１９９８年」と「発泡酒を含めた総市場」
になる．また，割合などは何らかの具体的な数値を別の
基準で表したものなので，具体的な数値を表す統計量名
に続けて「比」の表現が現れると考えられる．例えば，
「ビールの出荷量シェア」は「ビールの出荷量」を「シェ
ア」で表すという形になっている．

この内部構造において，「数え方」（あるいは「比」）
はその統計量名の主要な要素となり，他は説明のための
要素となる．ただし「条件」よりは「対象」の方が統計
の取り方として重要であると考えられる．
一方，後者の方は統計量名の内部構造を見てもどのよ

うな統計の調査方法を利用したかは分からない．このよ
うなものは決まった内部構造は持たないと考えられる．

����� 要素のタグセット

��� のコーパスにおいては， ����� %���� %�	� ��	�

�
�% 要素が本稿における統計量名の要素となり得る．
しかし前節で述べたような要素の分け方を考えると，こ
れらのタグで囲まれた部分は本稿で考える要素とは必ず
しも一致しない．例えば，

������ビールの出荷数量 �������

������発泡酒市場におけるシェア �������

������企業の景況感を示す業界判断指数 �������

������ポケットベルの加入台数 �������

のようなものは，統計量名の要素としてはもっと細か
くするべきである．このため��� コーパスをそのま
ま学習に使うことはできない．そこで学習データとして
統計量名を与えるために，前節の議論を踏まえて統計量
名として必要な細かさを考え，以下のようなタグセット
を考案した．

���� 統計量の値の最も基本的な数え方．「数」「量」
「価格」など．

�	
� 統計量の値が割合などで表されている部分．「シェ
ア」「倍率」など．

�

� ���%がどのように生じたものかを表す部分．「出
荷量」における「出荷」，「生産台数」における
「生産」など．「出荷された数量」のように名詞
の連続にはならない場合もある．

��� �	
�が何の割合かを説明する部分．「出荷量シェ
ア」では「量」は ���% ではなくこれになる．

��� 定義された式にしたがって計算された統計量の値．
「景気動向指数」など．


�� 統計量の値が対象とする部分．「ビール」「自動
車」など．

���� 統計量の値を集計した期間を表す部分．１日でも
期間とみなす．

	���� 統計量の値を集計した範囲を表す部分．「国内」
「ビール市場」など．



��� その他に統計量の値につけられる条件の部分．「合
計」「平均」など．

この中で， ���% から %� 要素までは統計量名の主
要な要素となる． 前節で考えた構造に対応させると，
���%� 

�は「数え方」， 
&�は「対象」， ����� 	��'��

�%% は「条件」になる． �	
� は「比」であり， �	
�

が現れた時だけ %���が「数え方」に当たる部分を表す．
ただしこのタグセットは，ビールの出荷数量や車の生

産台数など統計量のある時点での値について主に述べら
れている文章を対象にして考えたもので，地震の発生や
台風の上陸など，出来事に関して主に述べられた文章に
ついてはうまく適用できないと考えられる．例えば，

「中型で並の強さの台風１０号は，１７日
午後４時半ごろ鹿児島県枕崎市に上陸した．」

という文では統計量名にあたる部分を選ぶことができな
い． �これは動向情報ではあるが，そもそも統計量が何
であるかがはっきりとしない!

��� 統計量名を要素に分ける際の考察

����� 統計量名の主要な要素

「ビールの出荷数量」という表現においては，「出荷
数量」が主要な要素になると考えられるが，「出荷」が
「数量」を説明する表現であるととらえてそれぞれを分
けることもできる．これまで「出荷数量」を１つの要素
と考えてきたのは，これが統計量名の「数え方」にあた
るとすることに問題はないと判断したからである．しか
しこれらを１つにしておくと，例えば，

「国内で出荷されたビールの数量」

という統計量名において，「出荷された」がどのような
要素になるかが記述できない．また，後に同一性判定を
行なう際に「出荷」が「数量」を説明する表現であると
いうことを与えた方が有効であることも考えられる．そ
こで， ����"節で考案したタグセットではこれらを分け
て扱うこととした．

����� 統計量の性質の違い

「出荷数量」「生産台数」などは純粋な数であるが，
「シェア」「指数」などはそれとは性質の違うものであ
る．このような要素が主要なものとなる統計量名は，具
体的な数を別の基準で表している値の説明になっている
こともあれば，何らかの計算によって算出された別の意
味のある数値の説明であることもあり，これらは純粋な
数を表したものとは別の内部構造を持つと考えられる．
このうち，統計の調査方法に基づいて構成されている統
計量名は，

条件＋対象＋数え方（＋比）

という構造で捉えることができると考えたが，これが常
に正しいかどうかはまだ検討中である．また，統計の調
査方法に基づいていない統計量名についてもまた別に検
討する必要がある．

����� 統計量名を限定する表現の粒度

統計量名の構造は，主要な要素とそれを説明するため
の要素からなると考えられる．主要な要素を説明するも
のは様々な種類があり，全てを細かく分類することはで
きない．例えば，

「トヨタ自動車の国内での生産台数は４８
０万１３８４台であった．」

という文において，「トヨタ自動車」というのは「生産」
した会社名，「国内」というのは「台数」を数えた範囲
であり，これらは別の要素になると考えることもできる．
しかしそのように考えていくと，非常に多くの種類の要
素が必要になってしまう．これらの要素は後の同一性判
定において必要なだけの分類があればよい．この例では，
「トヨタ自動車」と「国内」はどちらも統計量の値を集
計した範囲であると考えて同じレベルで比較しても問題
ない．しかしどれだけの分類があれば十分かということ
はまだ検討する必要がある．

� まとめ

学習による統計量名の自動抽出を行なうにあたって，
学習データとして統計量名を与える際に必要となる統計
量名の内部構造について考察し，その問題点を指摘した．
今後は，多くの分野に共通する統計量名の内部構造を

研究し，それを用いて実際に機械学習手法による統計量
名の抽出，およびその考察を行なっていく予定である．
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